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依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
不
法
投
棄
。
不
法
投
棄
は
人
目

に
つ
か
な
い
場
所
や
夜
間
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
冷

蔵
庫
な
ど
の
家
電
製
品
、
ベ
ッ
ド
や
タ
ン
ス
な
ど
の
粗
大
ご
み
、

弁
当
が
ら
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
様
々
な
ご
み
の
不
法
投
棄
が
後

を
た
ち
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
、
町
で
は
環
境
美
化
監
視
委
員
に
よ

る
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

町
民
み
ん
な
の
力
で
、
地
域
の
環
境
を
守
る
た
め
ご
み
の
不

法
投
棄
が
な
く
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
た
場
合

　

保
健
所
、
警
察
等
、
関
係
機
関
に
連
絡
し
、
調
査
し
ま
す
。

投
棄
者
が
判
明
し
た
場
合
、
必
要
な
行
政
処
分
と
共
に
廃
棄
物

の
処
理
を
行
わ
せ
ま
す
。
実
際
、
今
年
の
二
月
に
は
、
大
規
模

林
道
に
ご
み
を
捨
て
た
方
が
、
多
良
木
警
察
署
か
ら
検
挙
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
不
法
投
棄
を
知
り
な
が
ら
放
置
し
て
い
た
場

合
、土
地
の
管
理
者
に
も
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《
不
法
投
棄
と
罰
則
》

　
﹇
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
﹈

　

第
一
六
条
（
投
棄
禁
止
）

　

何
人
も
、
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

　

第
二
五
条　

第
一
項　

第
八
号
（
罰
則
）

　

 

第
一
六
条
の
規
定
に
違
反
し
、
廃
棄
物
を
捨
て
た
者
は
、
五

年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、

又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

（
第
三
十
二
条
に
よ
り
法
人
の
場
合
一
億
円
以
下
の
罰
金
）

町
内
全
域
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

あさぎり町内及び隣接町では、漬物粕のようなものが大量に、数箇所にわたって相次いで不法投棄されています。
ごみの不法投棄は犯罪です。法律で罰金だけでなく、懲役刑に処せられる場合もあります。
ごみの不法投棄はやめましょう！ 不法投棄に関する情報提供はあさぎり町役場環境保全課にお願いします。

　

不
法
投
棄
箇
所
・
不
審
な
車
等
発
見
の

際
は
情
報
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
環
境
保
全
課

　
　

☎
４
５
‐
７
２
１
７
（
直
通
）

あ
さ
ぎ
り
町
は
環
境
美
化

条
例
制
定
の
町
で
す
。

  
漬物粕のようなものが大量に不法投棄

相次ぐ悪質な不法投棄



あさぎり町内及び隣接町では、漬物粕のようなものが大量に、数箇所にわたって相次いで不法投棄されています。
ごみの不法投棄は犯罪です。法律で罰金だけでなく、懲役刑に処せられる場合もあります。
ごみの不法投棄はやめましょう！ 不法投棄に関する情報提供はあさぎり町役場環境保全課にお願いします。

３月８日　人吉新聞

２
月
17
日　

人
吉
新
聞

３月４日　人吉新聞

漬物粕のようなものが大量に不法投棄

相次ぐ悪質な不法投棄
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家庭教育について考えてみませんか
くまもと家庭教育１０か条

　熊本県教育委員会では、「愛としつけ－子どもを育むキャンペーン」の一環として、「くまもと家庭教
育１０か条」が策定されました。この１０か条は、家庭教育に携わる大人に向けた「９つの条文」と「わ
が家の１か条」からできています。家庭教育の基本的な指針としてご活用ください。

第１条（家族の信頼感）

伝えよう　愛しているよ　のメッセージ
わたしは、家族にとって本当にかけがえの

ない存在なのですね。

第３条（善悪の区別）

教えよう　事の善し悪し　躾
しつけ

から
わたしは、していいこと・してはいけない

ことをきちんと教わりたいのです。

第５条（我慢する力）
肥後っ子の　あすを支える　がまん力
わたしにとって、一つ一つの小さな我慢の
積み重ねが生きていく糧になっています。

　我慢力は人間形成の基礎となるのじゃ

第２条（あいさつの習慣化）

朝昼晩　元気にあいさつ　習慣に
わたしは、「おはよう」「こんにちは」「こんばんは」

のあいさつをすると、いきいき過ごせます。

第４条（感謝の心）

「ありがとう」は　生きゆく心の　出発点
わたしは、みんなに感謝して生きています。

　人、もの、自然への感謝の心は大切なのじゃ

第６条（命の大切さ）

自分の命　みんなの命　どれもが世界で１つだけ
わたしは、生まれてきてよかったです。みんなの

命を大切にします。

第７条（食事・団らん）

家族仲良く　食事・団らん　心と体に栄養を
わたしは、家族仲良く食事をしたり話をしたり

する時間がとっても好きです。

第８条（体験の意義）

体験で　得られる本物　知と心
わたしは、体験を通して気づいたのです。

わかったのです。変わったのです。

第９条（地域全体での子育て）
この子もあの子も　地域で子育て　みんなの宝
わたしのことを、近所のおじさん、おばさん、お
にいさん、おねえさん、みんなが見守っていてく
れるのですね。

　子育ては親だけが担うのではないんじゃ

第１０条（わが家の１か条）
〔あなたのご家庭でつけ加えてください〕
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あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
と
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
主
催

し
て
の
教
育
講
演
会
が
、
県
立
八
代
高
等
学
校
長 

大
畑
誠
也

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
21
世
紀
の
人
（
本
物
）
づ
く
り
・
教
育

実
践
を
通
し
て
」
と
題
し
て
2
月
8
日
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

　

町
内
の
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
組
織
す
る
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で

は
昨
年
に
引
き
続
い
て

の
開
催
で
今
回
は
2
回

目
。
会
場
に
は
町
内
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
は
も
と
よ

り
、
一
般
の
参
加
者
や

近
隣
町
村
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
大
畑
氏
の
「
今
の
青
少
年

は
夢
を
持
た
な
い
子
供
が
多
い
。
親
が
夢
を
持
た
な
い
か
ら
で

あ
り
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
本
物
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
悪
戦
苦
闘
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
挨
拶
、
②
体
力
、
③
感
性
、
④
集
中

力
、
⑤
思
考
の
5
つ
が
大
事
で
あ
り
、
人
間
関
係
の
基
本
は
挨

拶
に
あ
る
。
そ
の
日
の
体
力
は
朝
食
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
感
性
は
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
体
験
を
。
集
中
力
は
ま
ず
目
標
を
持
つ
こ

と
。
思
考
は
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
本
を
読
み
、
人
の
話
を
聞
き
メ
モ
を
と
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
こ
と
を
周
知
徹
底
し
て
い
き
検
証
（
チ
ェ
ッ
ク
）
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
要
は
「
凡
事
徹
底
（
あ
た
り
前
の

こ
と
を
あ
た
り
前
の
よ
う
に
す
る
）
努
力
が
子
育
て
の
ポ
イ
ン

ト
」
な
ど
と
、
自
ら
の
実
践
活
動
を
通
じ
た
躍
動
感
と
迫
力
満

点
の
講
演
内
容
に
参
加
者
か
ら
は
、「
ま
た
聞
き
た
い
。」、「
聞

い
て
良
か
っ
た
。」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
事
務
局
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

名物校長先生のお話でした

「悪戦苦闘能力」を身につけよう !　あさぎり町教育講演会

　

２
月
６
日
、
せ
き
れ
い
館
講
堂
に
お
い
て
球
磨
郡
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
（
小
谷
節
雄
会
長
）
主
催
の
家
庭
教

育
講
演
会
が
高
橋
史
朗
明
星
大
学
教
授
を
講
師
に
招
き

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
谷
会
長
よ
り
「
子
育
て
に
責
任
を
持
つ
こ

と
は
親
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
自
ら
の
研け

ん
さ
ん鑽

の

た
め
に
も
こ
の
講
演
会
を
役
立
て
て
ほ
し
い
。」
と
挨

拶
が
述
べ
ら
れ
、
メ
モ
が
取
り
や
す
い
よ
う
に
と
机
付

き
で
設
営
さ
れ
た
会
場
い
っ
ぱ
い
に
参
加
し
た
保
護
者

や
先
生
た
ち
は
、
高
橋
教
授
の
「
親
が
変
わ
れ
ば
子
ど

も
も
変
わ
る
も
の
。
喜
び
・
感
動
・
感
謝
を
体
験
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
優
し
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
厳

し
さ
を
持
っ
て
子
育
て
を
！
」
と
い
っ
た
講
演
内
容
に

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
に
は
人
吉
青
年
会
議
所
の
役
員
皆

さ
ん
も
聴
講
に
来
ら
れ
、「
こ
れ
か
ら
の

子
育
て
を
考
え
る
と
き
、
今
の
時
代
大

切
な
部
分
を
知
る
内
容
で
し
た
。
ひ
と

り
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と
感
慨
深

げ
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

未来に羽ばたく子どもたちのために
郡PTA連絡協議会家庭教育講演会あさぎり町で開催

　

全
国
的
に
児
童
・
生
徒
を
ね
ら
っ
た「
声

か
け
」・「
つ
き
ま
と
い
」
な
ど
の
通
り
魔

犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
子
ど
も
の
不
安
を

除
去
し
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
身
の
危

険
や
不
安
を
感
じ
た
と
き
に
救
助
を
求
め

ら
れ
る
緊
急
の
避
難
所
と
し
て
「
こ
ど
も

110
番
の
家
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
110
番
の
家
」
に
は
、
目
立
つ

よ
う
に
の
ぼ
り
旗
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
標
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

子どもは地域の宝です

子
ど
も
た
ち
を　
　
　

地
域
で
守
ろ
う
！

「
こ
ど
も
110
番
の
家
」
を

設
置
し
ま
し
た

優しさに裏打ちされた
厳しさを持って子育てを！
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２
月
27
日
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
あ
さ
ぎ
り
町
文
化
協
会
主
催
の
第

２
回
あ
さ
ぎ
り
町
芸
術
祭
ス
テ
ー
ジ
の

部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
文
化
協
会
に
加
入
し
て
い
る

101
団
体
中
41
団
体
が
出
場
し
、
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
舞
や
詩
吟
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
社
交

ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
発
表
さ
れ
、

「
と
き
め
き
一
座
」
に
よ
る
演
劇
「
目
か

ら
ウ
ロ
コ
が
…
」
で
は
、
農
家
の
青
年

と
都
会
育
ち
の
女
性
と
の
結
婚
、
そ
の

後
の
生
活
、
嫁
姑
問
題
な
ど
が
、
球
磨

弁
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
か
れ
会

ママさんコーラス

あ
さ
ぎ
り
町
に
文
化
の
花
開
く

〜
第
２
回
あ
さ
ぎ
り
町
芸
術
祭
〜

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た
ヘ
ル
シ
ー
ラ

ン
ド
薬
師
温
泉
ま
つ
り
が
、
２
月
11
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
も
開
か
れ
、
正
午
か
ら
は
、
あ

さ
ぎ
り
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ク

マ
ソ
鍋
や
、
焼
き
そ
ば
、
カ
レ
ー
な
ど
の

バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
広
間
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
第
二
保
育
所
園
児
に
よ
る
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
六
調
子
や
藤
乃
豊
詳
社
中
の
子
ど

も
舞
踊
や
万
江
み
ど
り
歌
謡
シ
ョ
ー
、
三

味
線
演
奏
な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
り
、
開

場
は
満
員
の
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

場
は
笑
い
声
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。

　

他
に
も
太
極
拳
や
フ
ラ

メ
ン
コ
、
パ
ソ
コ
ン
音
楽

な
ど
珍
し
い
発
表
も
あ
り
、

多
彩
な
催
し
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
展
示
の
部
は
、
３
月
３
日
〜
６

日
ま
で
ポ
ッ
ポ
ー
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、

絵
画
や
陶
芸
、
生
け
花
や
写
真
な
ど
い
ず

れ
も
秀
作
ぞ
ろ
い
で
見
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

多彩な催しで満員御礼
ヘルシーランド薬師温泉まつり

ときめき一座による演劇
「目からウロコが…」

　

２
月
20
日
、ポ
ッ
ポ
ー
館
自
主
事
業「
あ

さ
ぎ
り
町
ひ
な
ま
つ
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
先
着
100
名
に
紅

白
ま
ん
じ
ゅ
う
が
配
ら
れ
、
温
か
い
ぜ
ん

ざ
い
や
つ
ぼ
ん
汁
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

展
示
は
３
月
31
日
ま
で
行
わ
れ
、
町
内

の
手
芸
教
室
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

の
約
40
人
が
、
手
作
り
の
ひ
な
人
形
な
ど

を
出
品
さ
れ
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
粘
土

や
押
し
花
、
ち
ぎ
り
絵
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
様
々
な
技
法
で
作
ら
れ
た
ひ
な
飾
り

が
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

「あさぎり町ひなまつり」
オープニングセレモニー開催

藤扇裕華会による「秋田大黒舞」

いろいろな種類のおひな飾りが展示されています 藤乃豊詳社中による子ども舞踊
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平
成
16
年
12
月
15
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

故
尾
方
益
義
さ
ん
が
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
を
授
与

さ
れ
、
２
月
８
日
そ
の
伝
達
式
が
役
場
町

長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
方
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
か
ら
３
期
12

年
の
永
き
に
わ
た
り
免
田
町
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
、
数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
旧
免
田
町
行
政
の
振
興
、
発
展
に
尽

力
さ
れ
、
そ
の
顕
著
な
功
績
を
称
え
ら
れ

今
回
の
授
賞
と
な
り
ま
し
た
。

故
尾
方
益
義
さ
ん
が
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
を
授
与

伝達を受けられるご遺族の方々

　

県
内
の
優
れ
た
農
家
や
組
織
を
発
掘
し
、

表
彰
す
る
平
成
16
年
度
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
の
表
彰
式
が
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
、
自

立
経
営
部
門
で
最
高
位
と
な
る
秀
賞
を
宮
原

明
さ
ん
、
涼
さ
ん
夫
妻
（
榎
田
）、
新
人
王

部
門
で
優
良

賞
を
濱
田
浩

尚
さ
ん
、
仁

美
さ
ん
夫
妻

（
宮
麓
）
が

受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
自
立

経
営
部
門

秀
賞
の
受
賞

宮
原
さ
ん
、
濱
田
さ
ん
ご
夫
妻
が
受
賞

平
成
16
年
度
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

喜びの受賞となった宮原さん、濱田さんご夫妻

は
、
昭
和
56
年
度
以
来
、
人
吉
球
磨
地
域
で

は
22
年
ぶ
り
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
原
さ
ん
は
、
乳
牛
80
頭
を
飼
育
さ
れ
、

低
コ
ス
ト
経
営
や
省
力
化
に
努
め
、
独
自
開

発
し
た
飼
料
計
算
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
飼
料

調
整
で
牛
の
健
康
と
乳
量
・
乳
質
の
安
定
に

つ
な
げ
て
い
る
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
濱
田
さ
ん
は
、
葉
た
ば
こ
生
産
を
中

心
と
し
て
水
稲
、
施
設
園
芸
の
複
合
経
営
を

さ
れ
て
お
り
、
機
械
の
導
入
に
よ
る
作
業
の

効
率
化
や
、
土
づ
く
り
に
よ
る
減
農
薬
栽
培

を
さ
れ
て
お
り
、
２
組
と
も
安
心
・
安
全
な

農
畜
産
物
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
今
後
の
御
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

上
小
学
校
５
年
の
谷
山
さ
ん
、
早
田
さ
ん
が
入
選

第
43
回  

か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

日
本
郵
政
公
社
が
主
催
し
た
第
43
回
か

ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
上
小

学
校
５
年
生
の
谷
山
綾
南
さ
ん
（
平
和
）

が
九
州
郵

政
支
社
長
賞

を
、
早
田
愛

美
さ
ん
（
石

坂
）
が
上
村

郵
便
局
長
賞

を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン

２人は同じクラスの仲良しです

ク
ー
ル
は
、
小
学
５
、６
年
生
及
び
中
学

生
を
対
象
に
、「
簡
易
保
険
な
ど
生
命
保

険
に
関
す
る
こ
と
（
命
の
尊
さ
、
助
け
合

い
の
心
な
ど
）」、「
日
ご
ろ
考
え
て
い
る

こ
と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た
こ

と
な
ど
」（
自
由
題
）
を
テ
ー
マ
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
２
，
０
６
４
校
の
小

･

中
学
校
か
ら
４
８
，
１
９
３
点
の
応
募

が
あ
り
140
点
が
入
選
、
熊
本
県
内
か
ら
は

20
名
が
選
ば
れ
、
人
吉
球
磨
郡
市
か
ら
は

谷
山
さ
ん
、
早
田
さ
ん
の
２
人
だ
け
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
の
推
進
、
旧
支
所
の

活
用
方
策
等
に
つ
い
て
検
討

各
地
区
地
域
審
議
会
開
催

　

２
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
各
地

区
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
行
財
政
改

革
や
旧
支
所
の
活
用
方
策
等
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
中
に

計
画
策
定
を
予

定
し
て
い
る
あ

さ
ぎ
り
町
行
財

上地区地域審議会

政
改
革
プ
ラ
ン
の
素
案
が
示
さ
れ
、
委
員

か
ら
は
、「
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ
と
は

早
急
に
実
行
に
移
し
改
革
を
進
め
て
ほ
し

い
」「
財
政
の
状
況
な
ど
を
で
き
る
だ
け

多
く
の
住
民
に
説
明
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、旧
支
所
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
利
活
用
の
方
針
が
説
明
さ
れ
、
引

き
続
き
活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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２
月
21
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
会
議
室

に
お
い
て
、
第
３
回
あ
さ
ぎ
り
町
認
知
症

（
痴
呆
）

に
や
さ
し

い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ

く
り
運
営

委
員
会
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

　

運
営
委

員
は
、
町

　

１
月
26
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
ち

な
み
、
２
月
６
日
県
指
定
重
要
文
化
財
で
あ

る
「
宮
原

観
音
堂
」

に
お
い
て

防
火
訓
練

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ

り
町
消
防

団
第
10
分

団
３
部（
宮

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
110
万
人
目
は
川
村
浩
司
さ
ん

み
ん
な
で
守
ろ
う
「
文
化
財
」

　

宮
原
観
音
堂
防
火
訓
練

あ
さ
ぎ
り
町
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
検
討

あ
さ
ぎ
り
町
認
知
症
（
痴
呆
）
に
や
さ
し
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
運
営
委
員
会

　

薬
師
温
泉
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
入
館
者

が
、
２
月
17
日
に
110
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。記
念
す
べ
き
110
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

川
村
浩
司
さ
ん
（
大
正
町
）
で
、
100
万
人

　

ふ
れ
あ
い
温
泉
温
華
乃
遥
が
、
２
月

４
日
入
館

者
20
万
人

を
突
破
し

ま
し
た
。

20
万
人
目

の
入
館
者

は
、
鶴
田

政
輝
さ
ん

（
多
良
木

町
）
で
、

「
郡
市
の
温
泉
は
ほ
と
ん
ど
入
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
は
施
設
自
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
、
泉
質
も
い
い
。
１
日
お
き
に
入
り
に

来
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
田
さ
ん
に
は
犬
童
町
長
か
ら
記
念
の

花
束
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
温
泉
温
華
乃
遥
は
、
平
成
15

年
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
約

10
万
人
の
入
館
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

目
の
時
間
と
同
じ
午
後
７
時
40
分
で
し
た
。

　

川
村
さ
ん
は
、「
薬
師
温
泉
の
常
連
客

で
『
裸
の
会
』
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
仕
事
を
終
え
て
か
ら
、
ま
た
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
後
な
ど
に
毎
日
入
り
に
来
ま
す
。
と

て
も
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
」と
話
さ
れ
、

19
日
に
犬
童
町
長
か
ら
記
念
品
の
花
束
と

Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ッ
キ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

薬
師
温
泉
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
は
、
平
成

６
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
年
間
約

11
万
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

認知症により行方不明となった時を
想定しての検討会でした

温
華
乃
遥
20
万
人
目
は
鶴
田
政
輝
さ
ん
（
多
良
木
町
）

麓
）
が
中
心
と
な
り
、
上
球
磨
消
防
署
や

消
火
器
具
業
者
を
講
師
に
、
地
区
の
住
民
の

方
々
が
火
事
の
通
報
の
仕
方
、
消
火
訓
練
な

ど
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

※ 「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
奈
良
県
「
法
隆

寺
」
の
国
宝
〝
金
堂
壁
画
〞
が
火
災
で
消
失

し
た
日
で
あ
り
、
こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文

化
財
を
火
災
・
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守

る
た
め
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

町長より花束を受け取る鶴田さん

常連の川村さん
とても驚かれたそうです

の
各
種
団
体
長
や
町
内
老
人
施
設
職
員
ら

12
名
で
、
う
ち
８
名
が
出
席
。
助
言
者
に

多
良
木
警
察
署
や
球
磨
地
域
振
興
局
福
祉

課
職
員
を
招
き
、「
あ
さ
ぎ
り
町
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
が
あ
り
、
行

方
不
明
と
な
っ
た
時
の
緊
急
時
対
策
や
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
な
ど
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
痴
呆
」
に
か
わ
り
、
今
後
「
認

知
症
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

消防団をはじめ、地域の方々も
多く参加されました

ヘルシーランド110万人、ふれあい温泉温華乃遥20万人を突破！
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健康のページ健康のページ

１．カンピロバクター菌とは・・・
　カンピロバクターは、家畜の流産あるいは腸炎原因菌として獣医学で注
目されていた菌で、ニワトリ、ウシ等の家きんや家畜をはじめ、ペット、
野鳥、野生動物などあらゆる動物が保菌しています。１９７０年代に下痢
患者から本菌が検出され、ヒトに対する下痢原性が証明されましたが、特
に１９７８年に米国において水系感染により約２千人が感染した事例が発
生し、世界的に注目されるようになりました。
　カンピロバクターは１５菌種９亜種（２０００年現在）に分類されてい
ますが、ヒトの下痢症から分離される菌種はカンピロバクター・ジェジュ
ニがその９５～９９％を占め、カンピロバクター・コリなども下痢症に関
与しています。

２．感染経路
　下痢等の症状があるか、もしくは一見健康そうな家畜、鳥類、イヌ、ネコなど
の腸管内にもカンピロバクターは存在し、これらの動物の排泄物により汚染され
た水を介入して人に感染します。また、比較的少ない菌量（１００個程度）で感
染が成立することから、小児ではペットや人との接触によって直接感染すること
もあります。鶏肉などの肉類は本菌により汚染されている可能性も高く、そのた
め、これらの食品はカンピロバクター食中毒の主要な原因食品にもなっています。
また、この菌は低温に強く４℃でも長期間生存しますので、一般の細菌と同様に、
または、それ以上に冷蔵庫の過信は禁物です。

３．症状
　人のカンピロバクター感染症では、発熱、腹痛、下痢、血便を伴う腸炎症状が
みられ、治療をすれば２～５日で回復することが多いのですが、時に症状が長引
く場合もあります。
　また、まれに虫垂炎や腹膜炎等の下痢症以外の症状がみられることもあります。
菌が体内に侵入してから発症するまでの潜伏期間が比較的長く、一般に２～７日
間かかるのも特徴です。

４．注意点
　２００３年に発生したカンピロバクター食中毒のうち、原因食品として鶏肉と
疑われるものが８９件、牛生レバーが疑われるものが１０件認められています。
このほか、日本では不十分な殺菌による井戸水、湧水及び簡易水道水を感染源と
した水系感染事例が発生しています。
　各家庭の皆様は、鶏肉にもしっかり火を通すなど十分な注意が必要です。
　また、生レバーは食中毒予防の観点から若齢者、高齢者のほか抵抗力が弱い方
においては、控えられるようお願いいたします。

カンピロバクター
　　　食中毒にご注意を！
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＊ 個別健康教育＊
内　　容　 糖尿病を予防するための生活改善を目指して、半年間にわたって個別に個人の課題に合わせた支援

を保健師・栄養士がおこないます。また、定期的に血液検査などをおこない、変化を見ながら自分

の生活を見直すことができます。

対 象 者　① 平成１５・１６年度の２年間にわたって健診を受けて糖尿病の疑いがあると言われ、糖尿病にな

らないために勉強してみたい方。

　　　　　②ただし、まだ糖尿病の治療（内服など）を始めていない方。

実施期間　 ６月～１２月に月１回３０分程度の実施。個人的に面接を行なうので、

　　　　　期日や時間は希望に応じることができます。

実施場所　公立多良木病院　総合健診センターコスモ　

・  体重が少しだけ軽くなり、うれしく思います。６ヶ月間話を聴いてもらって、お世話になりました。こ
れからも頑張ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個別健康教育　５０代女性）

・  人間は誰かにかかわってもらうとよく見せたいと思うので、少しでも改善するよう頑張れたと思います。
教室が終わっても続けられるようになったのは、良かったです。　　　　　（個別健康教育　６０代女性）

◎ １６年度は男性２名・女性６名が参加されました。半年間のあいだ根気よく熱心に勉強され、生活改善に努
力されました。終了式では晴れ晴れとした表情で今後も頑張ろうという気持ちが感じられました。

　この他にも参加した方から「参
加してよかった」と多くの感想がよ
せられています。今年も多くの方
のお申し込みをお待ちしています。

◎参加料は無料です。

◎今まで参加したことがある教室にはお申し込み　

　できません。

◎申し込み期限　４月２８日（木）

　申し込み先

　　あさぎり町　健康増進課　保健予防係

　　　　　　　　☎４５－７２１６

＊ヘルスアップ教室＊
内　　容　 体重や体脂肪を減らして健康になるのを目的としています。食事や運動などを見直しそれぞれ改善

目標をたて取り組みます。運動実技を中心とし水中運動やウォーキングをおこないます。

対 象 者　① 健康診断の結果、体重や体脂肪が多いため血圧・高コレステロールや血糖値の異常や

脂肪肝などがあり、体重を減らしてもっと健康になりたいと思っている方。

　　　　　②おおむね６５歳未満で治療中の方は主治医より運動をしても良いといわれている方。

実施期間　５月～１０月に月２回１２回実施　午前９時３０分～１２時

実施場所　免田保健センター・Ｂ＆Ｇプール

・  １人ではなかなかプールに行けず、教室に参加して本当によかったです。もっとプールの回数が多いと
うれしいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヘルスアップ教室　５０代女性）

・ 何もしていない時、思い出して運動するようになりました。プールの日がとても楽しみでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヘルスアップ教室　５０代女性）

◎半年間で3㎏ほど体重が減ったり、体重にはあまり変化は無くても体脂肪は減ったり、生活が変化した　
り何らかの変化があったようです。

平成17年度  健康教室の 参加者募集のお知らせ
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＊ ヤングミセス料理教室＊
内　　容　 健康的な食生活を送るために、食生活を見直すとともに調理技術を身につけることを目的としてい

ます。調理実習を中心におこないます。

対 象 者　①おおむね４０歳未満のヤングミセスで、家族の健康のために食生活を見直したいと思っている方。

　　　　　②料理が苦手で基本的な料理を勉強してみたい方や料理のレパートリーを増やしたい方。

実施期間　 ５月～１１月に月１回６回実施（８月は休み）。午前の部（午前９時～１２時）と

夜間の部（午後７時～９時）を交互に実施予定。

　　　　　申込者の希望により実施時間は変更可能。

実施場所　免田保健センター

・  魚を自分でさばいたことがなかったのですが、教室で実習して家でもやってみました。
うまくできました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヤングミセス料理教室　３０代女性）
・ 教室に参加して同じくらいの年齢の子どもを持つおかあさんとお友達になれて良かったです。

（ヤングミセス料理教室　３０代女性）

◎ 子ども同伴で和気あいあいとにぎやかに調理実習が行われました。参加者で親睦会を開催されるなど仲間づ
くりの輪が広がりました。

平成17年度  健康教室の 参加者募集のお知らせ

４歳児歯科健診でむし歯がなかったお友達
　12月の４歳児歯科健診では29名が受診し、むし歯がなかったお友達が３名いました。これからも、

歯の定期健診を受け、正しい歯みがきの仕方を身につけましょう。

宮原かんなちゃん (上：榎田 )

山本真結子ちゃん (上：永山 )

愛甲寛人くん (深田：下里 )
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　2月15日、あさぎり町総合福祉センターにおいて
山村歯科院長 山村礼二先生を講師に迎え、「高齢
者のための歯科講演会」が開催され、54名の参加が
ありました。要点を一部紹介します。

虫歯予防に関しては、「甘いものを食べさせな
い。」というのは間違いで、その食べ方が問

題です。「甘いものは食べていい。但し、規則的
（時間を決めて）という事とその後に歯を磨くこ
と」が大切です。規則正しい食生活は虫歯を作りに
くくする環境にします。そして、歯磨きは虫歯菌を
少なくします。さらに、フッ素を用いることで歯の
質を強くできますし、歯磨きをした後にキシリトー
ル（キシリトール入りのガムなど）を用いると、虫
歯菌を減らし、歯の質を強くできます。

＊ご家族の方へ＊
ご家族の方に薬を服用される方がおられる場
合、薬局から薬と一緒に発行される薬の種類と
副作用が書かれた紙に必ず目を通してくださ
い。少しでもいつもと様子が違うときや、万が
一ほかの疾病で救急な処置が必要な場合には、
普段使用している薬の情報が必要になります。
「何の薬を使っているか知らなかった」で手遅
れになる前に、何の治療をしているくらいは
知っておきましょう。

　平成16年度に満70才を迎えられる方を対象に、節
目の年に健康について再認識していただくことを目
的とした「70才はつらつ教室」を各校区で開催しま
した。講師に人吉球磨で唯一の薬学博士であり、町
内の調剤薬局に管理薬剤師として勤務されている平
井孝一先生を迎え、『薬と健康』と題して講話があ
りました。
　年齢とともに薬の量や種類も増え、薬の誤った使
い方で起こる事故もあり、正しい使い方・飲み方の
説明もされました。また、薬は自分だけに処方され
るものであって、安易に人にあげたり、決められた
量を変えたりするのは大変危険であることもお話さ
れました。参加された皆さんにとって、薬と健康に
ついてあらためて考える機会になられたのではない
でしょうか。

★薬を飲むときに気をつけること★
①  必ずコップ１杯の水・白湯で飲むように
しましょう。

　 　飲む水が少ないと、食道の内側に薬が付着
し、潰瘍を起こすこともあります。早く胃に入
れて溶かすためにも、コップ１杯は必ず飲みま
しょう。
② 錠剤やカプセルは必ず包装から取り出し
て飲みましょう。

　 　間違ってプラスチック包装のまま飲んでしま
い、それがのどや食道に突き刺さる事故が多発
しています。必ず取り出して飲みましょう。
③ 勝手にカプセルを開けたり、錠剤をつぶ
したりするのはやめましょう。

　 　薬によっては効果がなくなったり、副作用が
出やすくなったりします。医師の指示のない限
りは、そのまま服用するようにしましょう。錠
剤やカプセルがどうしても飲みにくい場合は、
他の形状のものに変えられる場合もあるので、
我慢せずに医師・薬剤師に相談しましょう。
④服用時間を守りましょう。
　食　前　→　食事の約30分前
　食　間　→　食事の２時間～２時間半後
　食　後　→　食事の約30分後

70才はつらつ教室を開催しました

高齢者のための歯科講演会

歯周病は、歯茎が弱る病気です。歯周病菌が心
臓病の原因になる事もあります。歯周病は歯

石が温床になります。20歳を過ぎたら年１回は歯石
取りに行くべきです。「手入れして現状維持」この
ことをしっかり覚えておきましょう。

口腔ケアは「口の掃除」というだけでなく「口
の周りの訓練」という意義があります。誰の

為でもない、自分の為です。今後介護される側や、
介護する側になるかもしれません。口の中を清潔に
保つことを日頃から心がけることで、口腔ケアの介
護の質も向上することになります。
　歯ブラシの届かないところから、病気が始まりま
す。病気を治すには近道は無いと思ってください。
　このほかにもとても参考になる内容をわかりやす
く話していただきました。会場からは積極的な質問
もあり、とても有意義な講演会となりました。
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平成１7年度　社会保険出張年金　相談日について
　八代社会保険事務所では、人吉・球磨地区の年金相談所を下記の日程により開設されますので、ご利用下さい。

平成１7年度　年金相談日　日程表
多良木町役場
（第１木曜日）

人吉総合病院
（第３木曜日）

平成１7年　４月 7日（木） 21日（木）
５月 ※６日（金） １９日（木）
６月 2日（木） １６日（木）
７月 ７日（木） ２１日（木）
８月 ４日（木） １８日（木）
９月 1日（木） １５日（木）

１０月 ６日（木） ２０日（木）
１１月 ※２日（水） １７日（木）
１２月 1日（木） １５日（木）

平成18年　１月 ５日（木） １９日（木）
２月 ２日（木） １６日（木）
３月 ２日（木） １６日（木）

学生納付　
　特例制度

※相談時間　午前９時～午後３時
※受付時間　午前９時～午前11時30分　午後１時～午後２時30分
※ 多良木町の５月と11月は、都合により日程を変更しておりますので、ご注意下さい。
＊お問い合わせ先　町民課　国保年金係　☎４５－７２１３（直通）

ご存知ですか？

　学生の皆さんも 20歳になったら、必ず
国民年金に加入して、保険料を納めること
が義務となります。
　そこで、所得が少ない学生の方には、国
民年金保険料を卒業後に納めることができ
る「学生納付特例制度」があり、夜間・定
時制・通信制課程の学生も対象となります。
　この制度は、年金を受ける為の必要な期
間として取り扱いますが、年金額の計算に
は入りません。
　なお、学生納付特例期間は、４月から翌
年の３月までです。
　申請の届け出が遅れた場合でも４月まで
さかのぼって特例を受けることができま
す。

○手続き方法
　市町村役場窓口で受付けています。
○申請に必要なもの
　①学生証（コピー可）若しくは在学証明書　　
　②印鑑
　※年度が変わると、再度申請が必要となります。
　　引き続き希望する方はお忘れなく。

世代と世代の助け合い　国民年金
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　町では、現在「夢ふくらむまち」をめざして行財政改革に取り組んでいます。そこで、「しょうたくん」、「しょ
うたくんのお母さん」、そして、役場に勤めている「こうじさん」の３人の会話を通して改革の内容をわかり
やすくお知らせしています。第７回目となる今回は行財政改革プランについてのお話です。

しょうたくん
小学校５年生。イチロー
選手に憧れる野球少年。

こうじさん
町役場に勤めている。
町とお酒と旅行が大好き。

お母さん
しょうたくんのお母さん。
家計を預かるしっかり者。

【 登場人物の紹介 】

第７話　行財政改革プランについて
　前回は行財政改革の視点についてのお話しをしました。そこでは、今後、住民と行政
が一体となって協力しながら、小さなことから変えていかなければならないことを説明
しました。今回は、町が作っている「行財政改革プラン」についてのお話です。
　ところで、これまで町の財政状況や町が進めようとしている行財政改革の目標などに
ついて話をしてきましたが、どのような感想をもっていますか。

　町の収入や貯金、借金などについて勉強したけど、とても厳しい状況にある
というのは分かったわ。でも、どうやって改革を進めていくのかしら…。
我が家で考えると、食費や光熱水費、それから、小遣いなどを削ることかしら…。

「夢ふくらむまち」をめざして
行財政改革に向けた取り組みについて（その７）

　え～っ、小遣いが下がるのはいやだよ。電気の消し忘れがないように注意するよ。

　行財政改革プランの進め方次第では町民にも影響がでるのかしら…。　

　将来の町の状況を考えると、町民の方々にとって「痛み」を伴うことをお願いすることに
なるかもしれません。
　でも、「あさぎりブランド」や「人づくり」など本当に必要な事業に対して、改革によって
生み出された財源などを重点的に投資していくことも考えています。
　行財政改革プランは３月末にできあがる予定ですので、できるだけ多くの町民の方々に
知ってもらえるよう説明していきたいと思います。
　そして、あさぎり町が「夢ふくらむまち」となるよう力を合わせてがんばっていきましょう。

おわり

　そうだね。小さな節約から事業の見直しまでいろいろなことが必要だね。
　今後は、家計と同じように収入と支出の均衡をとることはもちろんのこと、町民の町政への参
画や役場の組織改革などさまざまな分野での取り組みが必要です。そのため、平成１７年度から
平成２１年度までの５年間を計画期間とする「行財政改革プラン」の策定を進めています。



Jon CockleJoJoJ C klelel

Hello,everyone!!

　皆さんご存知と思いますが、４月１日はエイプ
リルフールの日です。この日には、世界中の人達
がちょっとしたいたずらをします。例えば、コー
ヒーの機械の横に塩をおいて、誰かが砂糖と間
違ってコーヒーの中にいれるのを期待したりなど
です。また、イギリスでは、よく国営放送のＢＢ
Ｃが“嘘のニュース”を流します。視聴者が朝
のニュースを見て、どのニュースが嘘なのかを見
抜くという一種のゲームのようになってきていま
す。過去の代表的な“嘘のニュース”には、次
のようなものがありました。

〈イタリアのスパゲッティ収穫〉
　農民がスパゲッティの木からスパゲッティを収
穫している画像と共に、スパゲッティの育て方が
紹介されました。
〈匂いが伝わる画像技術〉
　テレビの画面に映っている物の匂いを嗅ぐこと
が出来るというニュースです。この中で、視聴者
に向かって「画面に近づいて匂いを嗅いで下さ
い。」と呼びかけましたが、もちろんこれも嘘！
〈太陽系惑星の配列の一時的変化〉
　太陽系惑星の配列が一時的に変わることが原因
で、数秒間、地球上の重力が小さくなるという
ニュースです。これを見て実際に部屋の中で飛ん
でみた人がいました。
　伝統では、こういうエイプリルフールのいたず
らは、午前中にすることになっています。午後や
夜にするとあなた自身に災難が降りかかるかもし
れません。覚えておいて下さい。

ＡＬＴ　ジョン・コックル
（訳：白柿浩美）

April Fools Day　エイプリルフール

As you might know,April the 1st is April Fools Day.  
All over the world on April Fools Day, people play 
small tricks on each other, for example putting salt 
next to the coffee machine hoping that people will 
use it by mistake etc.  In England, the national TV 
broadcaster The BBC often plays tricks on the public 
on April Fools Day, with“joke”news reports.  It 
becomes like a game to see if you can spot the joke 
report during the morning news.  Some particularly 
famous BBC joke reports have been:

A report on Italy's good“spaghetti harvest”, including 
instructions on how to“grow”your own spaghetti 
complete with a picture of farmers pulling spaghetti off  
a tree!
A report announcing the introduction of“smell o 
vision”, a technology that allowed people to“smell” 
things that are on the TV screen.  People were told to 
smell the screen during the report, but it was of course 
all just a joke!
A news report about a special alignment of the planets 
in our solar system that meant gravity would decrease 
for a few seconds at a certain time in the day, which 
would allow people to“fl y”around the room!
Just remember, traditionally you should only play 
April Fools jokes on each other in the morning.  In the 
afternoon and evening, you might bring bad luck on 
yourself！ 

16

あ
さ
ぎ
り
町
生
涯
学
習

指
導
者
を
募
集
し
ま
す

〜
あ
な
た
の
経
験
・
知
識
・
技

術
を
地
域
が
待
っ
て
い
ま
す
〜

　
『
何
か
を
学
び
た
い
、
誰
か

に
教
わ
り
た
い
け
ど
ど
う
や
っ

て
探
せ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
。』
と
お
困
り
の
方
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
そ
ん
な

方
々
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る

制
度
、
あ
さ
ぎ
り
町
生
涯
学
習

人
材
活
用
事
業
を
開
設
し
、
指

導
者
の
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子

「
あ
さ
ぎ
り
町
生
涯
学
習
人
材

バ
ン
ク
」
を
作
成
し
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
や
知
識
や
技
術

を
活
か
し
て
、
町
民
の
学
習
活

動
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
熱
意

の
あ
る
方
や
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

あ
さ
ぎ
り
町　

生
涯
学
習
課

☎
４
５̶

７
２
２
７
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あさぎり町教育委員会 人権だより No.7 の②

Ｑ 同和問題と私たちは、何か、かかわりがあるのですか？
　『自分は差別していない、部落差別なんて自分とは関係ない』という考えを持った人がい
ます。しかし、差別の問題は『差別される人』の問題ではありません。『差別する側』の問
題です。同和問題は部落外の問題、女性問題は男性問題、障害者問題は健常者問題です。
　つまり、『同和』問題は、部落外の人によって引き起こされる問題であり、したがって部
落外の人の課題とならなければなりません。
　「差別はいけないことだ」と口で言いながら、自分に直接かかわる問題になると、昔なが
らの迷信、因習や偏見でものを見たり判断する場合はないでしょうか。同和問題をはじめと
するあらゆる差別の問題は、いずれも差別意識や偏見といった心理的な面で共通性を持った
問題です。あらゆる差別の解決のためには、私たち一人ひとりが、根拠のない迷信、因習や
世間体にとらわれず、自分自身で考え判断し、自分自身の問題であるという主体性のある生
活態度や価値観で行動していくことが必要です。それが差別や抑圧を受けてきた人々の人権
を守る事になり、自分を含めたすべての人々の人権を守ることになります。

Ｑ差別語と差別意識をどのように考えたらいいのですか？
　差別語は差別意識を持って使われる言葉のことで、そこに差別意識が存在している以上、
表現の自由や言論の自由の下に放置することはできません。
　差別語は単に使ったから問題なのではなく、その言葉を使って差別しているかどうかが問
題となります。差別語は、使用を禁止したり言い換えたりするだけでは人権問題の解決には
なりません。日常生活の中で、何気なく使っている言葉の中にも、それを使うことにより傷
つく人がいないか考え、使用の背景にある差別性に気づくこと、そして差別意識をなくすこ
とが必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の言葉は、どんな差別性があると思われますか？

知
ら
な
い
こ
と
か
ら
誤
解
が
生
じ
、

　

誤
解
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
偏
見
に
な
り
、

　
　

偏
見
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
差
別
に
な
る
。

　同和問題とは、部落差別にかかわる問題のことで、出身地などを理由とし

た差別であり、基本的人権にかかわる重大な人権問題です。同和問題につい

ての正しい理解をしておかないと、何かの機会に事実に基づかない他人の噂

をそのまま信じて予断･偏見が形成されることとなり、結果的に差別する人間

を温存したり、新たに差別する人間を生むことになります。

同和問題を正しく知ろう

○特殊部落
○めくら判
○らい病
○片手落ち

○外人
○バカチョンカメラ
○ご主人
○行かず後家

○女中
○つんぼ座敷
○父兄会
○ハーフ

人権問題解決への第一歩は、
誰もが持っている自分自身の差別意識に気づくことであり、
その差別意識の解消に努力しつづけていくことである。

知
ら
な
い
こ
と
か
ら
誤
解
が
生
じ
、

知
ら
な
い
こ
と
か
ら
誤
解
が
生
じ
、

　

誤
解
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
偏
見
に
な
り
、

　

誤
解
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
偏
見
に
な
り
、

　
　

偏
見
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
差
別
に
な
る
。

　
　

偏
見
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
差
別
に
な
る
。
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部
活
動
紹
介

　

免
田
中
学
校
陸
上
部
は
、
短
距

離
と
長
距
離
を
併
せ
て
13
名
で
毎

　

あ
さ
ぎ
り
町
青
年
団
は
、
平
成

15
年
４
月
に
５
つ
の
青
年
団
が
合

併
し
、
団
員
70
名
で
和
気
あ
い
あ

い
と
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
や
子
ど
も
達
と
の
交

流
等
楽
し
い
活
動
か
ら
福
祉
活
動

や
色
々
な
世
代
と
の
交
流
も
行
う

等
地
域
に
根
差
し
た
団
体
で
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
で
仲
が
よ
く
な

り
、
個
人
的
に
も
共
通
の
趣
味
を

18

社
協
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し

　

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
17
年
2
月
１
日
〜
2
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

校
区　

寄
附
者 

故
人

深
田　

福
島
聖
次
郎　

福
島
喜
美
子

深
田　

愛
甲　

英
一　

愛
甲　

麗
子

上　
　

吉
田
ト
シ
子　

吉
田　

健
助

免
田　

中
根　

勝
子　

中
根
ツ
ヨ
ノ

深
田　

西
嶋　

大
助　

西
嶋　

コ
ト

上　
　

植
薄　

愛
史　

植
薄　

タ
ツ

免
田　

白
坂
ミ
ツ
ル　

白
坂　

圀
夫

岡
原　

平
川　

鎮
夫　

平
川　

浄
子

免
田　

古
賀　

利
子　

古
賀　
　

茂

免
田　

富
永　

一
茂　

冨
永
フ
サ
エ

免
田　

尾
方　

文
子　

尾
方　

清
司

上　
　

岡
﨑　

重
子　

岡
﨑　

亀
男

岡
原　

宮
原　

輝
子　

宮
原　

松
光

上　
　

向
坂　

節
子　
久
保
田
ミ
サ
オ

免
田　

中
村　

貴
利　

中
村
冨
貴
男

一
般
寄
附

免
田　

的
射
場
一
子

　

こ
の
た
び
、
免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
福
祉
委
員
会
か
ら
、
2

月
11
日
に
実
施
さ
れ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
益
金

を
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
及
び
イ
ン

ド
洋
津
波
被
害
へ
の
義
援
金
と
し

て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

渕
田
委
員
長
ら
代
表
役
員
４
名

が
来
庁
さ
れ
、犬
童
町
長
か
ら「
皆

様
の
大
切
な
お
気
持
ち
を
、
確
実

に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
薬
師
温
泉
ま

つ
り
時
の
バ
ザ
ー
で
く
ま
そ
鍋
と

お
に
ぎ
り
の
売
り
上
げ
金
や
町

民
の
皆
様
か
ら
、
合
計
２
５
０
，

５
４
８
円
の
浄
財
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
義
援
金
は
、
熊
本
県
国

際
協
会
を
通
じ
被
災
国
及
び
被
災

者
の
方
々
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
職
員

組
合
か
ら
新
潟
中
越
地
震
義
援
金

と
し
て
20
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。

　

皆
様
の
多
大
な
善
意
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
８
日
、
球
磨
地
域
振
興
局

に
お
い
て
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら

３
名
の
方
に
、
あ
さ
ぎ
り
町
長
と

自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部
長
連
名

に
よ
る
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。（
委
嘱
期
間
２
年
）

　

今
回
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
３

名
の
方
は
全
員
が
再
任
と
い
う
こ

と
で
、
日
頃
よ
り
自
衛
官
募
集
対

象
者
へ
の
啓
発
活
動
等
に
ご
尽
力

を
頂
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
本

町
か
ら
多
数
の
自
衛
官
を
輩
出
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。

＊ 

委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

池
田
寅
生
さ
ん
（
免
田･

須
恵･

深
田
校
区
担
当
）

　

上
杉
芳
野
さ
ん（
上
校
区
担
当
）

　

 

大
山
五
美
さ
ん
（
岡
原
校
区
担

当
）

も
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
と
自
分

の
発
見
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
青
年
団
に
入
っ
て

色
々
な
出
会
い
、
発
見
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、

あ
さ
ぎ
り
町
教
育
総
務
課　

森
光

☎
４
５
‐
７
２
２
６
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

あ
さ
ぎ
り
町
青
年
団
員
募
集
中
‼

最
後
の
ト
リ
は
…

最
終
回

被
災
地
へ
〝
善
意
〞
相
次
ぐ

　

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
及
び
イ
ン
ド
洋
津
波
被
害

　

義
援
金
・
新
潟
中
越
地
震
義
援
金

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

　

本
町
か
ら
３
名
の
方
へ
委
嘱
状
を
交
付

日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。「
ひ

と
り
一
人
が
素
直
で
、
ま
だ
ま
だ

力
不
足
で
す
が
、
一
生
懸
命
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
こ
れ
か

ら
成
長
し
て
い
く
部
で
す
」
と
顧

問
の
和
田
良
子
先
生
。
橋
野
由
美

子
先
生
、
コ
ー
チ
の
久
間
章
弘
先

生
の
指
導
の
も
と
、
明
る
く
楽
し

く
時
に
は
厳
し
く
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

部
を
ま
と
め
る
池
田
裕
太
キ
ャ

プ
テ
ン
（
大
正
町
）
は
、「
声
出

し
か
ら
し
っ
か
り
や
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
己
ベ
ス
ト
を
だ
し
て
い

け
る
よ
う
に
な
る
の
が
目
標
で

す
」
と
少
し
照
れ
な
が
ら
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

◆
免
田
中
学
校
陸
上
部
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ほー
びゃーです！

　

あ
さ
ぎ
り
町
は
合
併
し
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り
町
に

は
、
家
や
店
や
学
校
な
ど
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
白
髪
岳
と
い
う
山
が

あ
っ
て
緑
が
多
く
美
し
い
町
で
す
。

で
も
今
は
、
材
木
に
す
る
た
め
に
、

木
が
ど
ん
ど
ん
切
ら
れ
て
い
き
ま

す
。

こ
の
ま
ま
で
は
地
球
温
暖
化
が
激

し
く
な
り
、
人
や
動
物
、
虫
、
植

物
な
ど
地
球
上
の
生
物
が
ほ
ろ
び

　６月から９月までの期間、「あさぎり町の将来」をテーマとした
作文・絵画を町内小・中学生を対象に募集しました。多数の素晴ら
しい作品の応募があり、毎月優秀作品を紹介いたします。

わたしたち

あさぎり町合気道部
（代表：高山憲二さん）

　あさぎり町道場は、財団法人合気会人吉支部に所
属し、昭和 56年に発足されました。
　合併前の上村道場より引き継がれ、現在は約 60
名が少年の部（小学生）と成年の部（中学生以上）
に分かれて週２、３回稽古に励んでおられます。
　年に５、６回は熊本・八代・水俣道場との合同稽
古や昇段試験そして福岡市で行われる合気道九州大
会にも出場されています。合気道とは相手と気を合
わせる「和」を追求する道、精神鍛錬や健康づくり
に、そして護身術としての武道として世界各国に広
がっています。
　小学生からお年寄りまで容易にできる合気道の門
をたたいてみてはいかがでしょうか。
　詳しくは、ホームページ　
http://sss888.hp.infoseek.co.jp/ で
紹介されています。

あさぎり町の将来

「宇宙はすぐそこあさぎり町」
岡原小学校３年
井福　珠里ちゃん

「
ぼ
く
が
願
う
あ
さ
ぎ
り
町
」

上
小
学
校　

皆
越
分
校
６
年　

溝
口
大
将
く
ん

て
し
ま
い
ま
す
。
緑
は
土
砂
く
ず

れ
な
ど
の
災
害
を
防
い
で
、
心
が

落
ち
着
き
、
や
す
ら
げ
ま
す
。
温

暖
化
も
防
い
で
く
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
植
物

だ
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
、
ぼ
く
は
、
こ
の
あ
さ

ぎ
り
町
が
安
全
で
、
気
持
ち
よ
く
、

と
て
も
美
し
い
町
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

Asagiri  Information

～出店募集及びご来場の案内～
　下記のとおり開催しますので、皆さんの出店並びに多数のご来場をお待ちしています。

記
日　　時：平成17年４月24日（日）　午前10時～午後３時
　　　　　（雨天時中止）
場　　所：免田駅前駐車場（旧マルキヤ跡地）
出 店 料：無　料
出店区画：全20区画（１区画＝２ｍ×4ｍ／１店＝１区画）
お申込順となりますので、満員の際はご容赦ください。

◆出店資格

　一般の方（18歳未満は保護者の同意書が必要）
　プロの出店はできません。（あさぎり町商工会員は可）
◆販売品

　一般家庭の不用品、リサイクル品、手作り品、雑貨、日用品など
　野菜・果樹などの農産物、農産加工品等も大歓迎
◆販売禁止品

　飲食物、盗品、法律に違反する物
　品質保証できないもの（薬物・化粧品等）
　その他主催者が不当と判断した物
◆申込期限

　平成17年４月15日（金）迄
◆その他

　申込み用紙及び詳細は下記まで
◆申込み及びお問い合せ先

　あさぎり町　商工観光課　商工係（沖松・万江）
　☎０９６６－４５－７２２０
　ＦＡＸ０９６６－45－３６６７

主催：あさぎり町駅前振興会
共催：あさぎり町役場商工観光課

20

個人で、家族で
グループで
出店して
みませんか

　免田駅前駐車場第１回
フリーマーケット開催
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あ
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ぎ
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ン

『あさぎり町ふれあい物産館』

　

あ
さ
ぎ
り
町
内
52
地
区
の
公

民
分
館
お
よ
び
拠
点
施
設
に
お

い
て
、
平
成
16
年
５
月
か
ら
平

成
17
年
３
月
中
旬
ま
で
、
各
地

区
に
年
２
回
、
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
を
対
象
に
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
内
容
で
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

教
室
開
催
に
あ
た
り
、
老
人

会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
区
長
さ

ん
、
地
区
の
役
員
さ
ん
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
全

地
区
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
よ
り
も

「
健
康
一
品
料
理
」
の
紹
介
を

し
て
い
た
だ
き
、
教
室
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
お
一
人
お
一

人
が
、
学
ば
れ
た
こ
と
を
ご
家

庭
で
実
践
さ
れ
、
ま
す
ま
す
健

康
で
介
護
予
防
に
努
め
ら
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

高
齢
総
合
課　

高
齢
福
祉
係

上
村
・
濱
本

み
ん
な
来
て
ね
！

日時／４月９日（土）～10日（日）
　　　午前10時オープン
場所／あさぎり町
　　　ふれあい物産館
　　　（ヘルシーランド隣）

お問い合わせ
あさぎり町　商工観光課　☎４５－７２２０
あさぎり町ふるさと振興社　☎４７－０５９０

春の花まつり
開催のお知らせ

健
康
あ
さ
ぎ
り
塾
へ
の
ご
参
加
・
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ふれあい物産館もおかげさまで、創業４年目を迎えることとなりまし
た。これも町民皆様のご愛顧のたまものと厚く御礼申し上げます。
　このたび日頃の感謝を込めて、日頃お引き立てをいただいたおります
皆様に感謝の意を表し、「春の花まつり」を開催いたします。
　当日は、ふれあい物産館北側駐車場に花公園を設置し、新鮮な野菜や
特産品の販売を中心に、各種団体によるバザーなどを計画しております。
　又、期間中２日とも、先着１００名様に春のステキな花をブレゼント！
　皆様のお越しをお待ち致しております。

　

町
内
の
土
地
・
家
屋
の
納
税

者
の
方
を
対
象
に
、
土
地
価
格

及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
平
成
17
年
度
評
価
額
な
ど
を

記
載
）
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

期
間　

 

４
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　

５
月
31
日
（
火
）

土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く

時
間　

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

 

あ
さ
ぎ
り
町
税
務
課
窓

口

お
問
い
合
わ
せ
先　

あ
さ
ぎ
り
町　

税
務
課　

固
定

資
産
税
係　

☎
４
５
‐
７
２
１
２

平
成
17
年
度
あ
さ
ぎ
り
町
固
定
資

産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
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◆ 

日
時　

入
門
課
程　

４
月
28
日

〜
８
月
３
日
（
15
回
）

◆ 

基
礎
課
程　

９
月
７
日
〜
平
成

18
年
３
月
29
日
（
27
回
）

　

 

い
ず
れ
も
毎
週
水
曜
日　

午
後

６
時
45
分
〜
８
時
45
分
ま
で

＊ 

基
礎
課
程
は
、
入
門
課
程
修
了

者
に
限
り
ま
す
。

◆ 

場
所　

 

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◆ 

対
象
者　

手
話
奉
仕
員
ま
た
は

手
話
通
訳
者
に
な
り
社
会
福
祉

活
動
を
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し

ま
す
。

◆
定
員　

40
名

◆ 

費
用　

テ
キ
ス
ト
等　

約
２
千

円
程
度

◆ 

申
し
込
み
順
で
定
員
に
達
し
た

場
合
、
締
め
切
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
２
‐
０
９
５
０　

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
９
番
４
号

◎応募方法
　平成 16 年 12 月～平成 17 年２月（対象期間）の
省エネルギー・省資源への取組結果や取組内容、工
夫した点などを応募用紙に記入して県まで送付して
ください。（郵送料不要）
　なお、可能な範囲で当該期間の光熱水費等の領収
書（コピー可）など、取組結果が分かる資料を添付
してください。
※ 応募用紙は、登録申し込みをいただいたご家庭に
登録証と一緒に差し上げています。

◎応募期間　 平成 17 年３月１日（火）～４月 30 日
（土）（当日消印有効）

◎表彰（平成 17 年６月予定）
　くまもとエコファミリー大賞 １件
　努力賞 ３件
　チャレンジ賞（抽選） 30 件
＊ 大賞及び努力賞には賞状及び副賞（折りたたみ自
転車・ＩＨ対応保温なべ）を、チャレンジ賞には
エコタップを差し上げます。　

詳しくは県のホームページを御覧下さい。

財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協

会　☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
‐
３
８
４
‐

５
９
３
７

お
申
し
込
み
先

〒
８
６
８
‐
０
０
６
１　

人
吉
市
蓑
野
町
２
０
０
‐
１

財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協

会
球
磨
支
部

支
部
長
（
手
話
講
師
）　

梅
田
正
彦

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
‐
２
５
５
８

〒
８
６
８-

０
０
７
２　

人
吉
市
西
間
下
町
４
１
‐
１

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

手
話
サ
ー
ク
ル
わ
か
ぎ
人
吉
球
磨

グ
ル
ー
プ　

宮
原
芳
子

　

☎
２
４
‐
９
１
９
２
（
職
場
）

　

☎
２
４
‐
０
４
８
９
（
夜
間
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　

熊
本
県
の
委
託
事
業
で
あ
る「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
」

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

第２回　くまもと
エコファミリー
コンテスト実施！

　熊本県では、環境にやさしい暮らしを実践すると宣言した家
庭を「くまもとエコファミリー」として登録していただいてい
ますが、今回登録家庭を対象にコンテストを実施することにな
りました。
　これから登録されてもコンテストに参加可能ですので、この
機会にぜひ「くまもとエコファミリー」に登録して、コンテス
トに御参加ください。お待ちしてます！

お問い合せ・申込先
　熊本県環境政策課環境立県推進室　「くまもとエコファミリー」係
　〒862-8570　熊本市水前寺６丁目18－１
　☎０９６- ３８３- ３７４２　FAX０９６- ３８３- ０３１４
　kankyouseisaku@pref.kumamoto.lg. jp
　http://www.pref.kumamoto.jp/eco/eco_family/index.html
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〈
２
等
陸
・
海
・
空
士
〉

７
月
・
８
月
・
10
月

入
隊
予
定

● 

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

● 

試
験
日　

６
月
上
旬
〜
６
月
中

旬
頃

●
試
験
場
所　

北
熊
本
駐
屯
地

●
試
験
内
容　

　

⑴ 

筆
記
試
験　

国
語
・
数
学
・

社
会
（
中
学
卒
業
程
度
）
及

び
作
文

　

⑵
口
述
試
験
（
面
接
）

　

⑶
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

〈
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
〉

●
募
集
区
分　

　

 

陸
上
自
衛
隊
：
一
般
幹
部
候
補

生
、
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補

生

　

 

海
上
自
衛
隊
：
一
般
幹
部
候
補

生
（
一
般
・
飛
行
要
員
）、
技

術
幹
部
候
補
生
、
歯
科
・
薬
剤

科
幹
部
候
補
生

　

 

航
空
自
衛
隊
：
一
般
幹
部
候
補

生
（
一
般
・
飛
行
・
音
楽
要
員
）、

　

 

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

● 

受
付
期
間　

平
成
17
年
４
月
４

日（
月
）〜
５
月
13
日（
金
）（
締

切
日
必
着
）

● 

試
験
日
程　

　

第
１
次
試
験　

５
月
21
日（
土
）

　

 
筆
記
試
験　

５
月
22
日
（
日
）

筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
（
海
・

空
飛
行
要
員
の
み
）

　

 

第
２
次
試
験　

６
月
21
日（
火
）

〜
６
月
23
日
（
木
）
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

　

 

第
３
次
試
験　

５
月
21
日（
土
）

〜
８
月
４
日
（
木
）（
海
・
空

飛
行
要
員
の
み
）

● 

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者

　

⑴ 

一
般
幹
部
候
補
生
に
つ
い
て

は
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

者

　

⑵ 

歯
科
幹
部
候
補
生
に
つ
い
て

は
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、
薬

剤
科
幹
部
候
補
生
に
つ
い
て

は
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
指
定
事
項
有
り
）

　

⑶ 

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

院
に
お
い
て
正
規
の
課
程

（
技
術
・
薬
剤
科
幹
部
候
補

生
に
あ
っ
て
は
理
学
、
工
学

又
は
薬
学
の
課
程
）
を
２
年

以
上
修
め
、
修
士
（
技
術
・

薬
剤
科
幹
部
候
補
生
に
あ
っ

て
は
理
学
修
士
、
工
学
修
士

又
は
薬
剤
修
士
）
の
学
位
を

受
け
た
者
（
平
成
18
年
３
月

学
位
取
得
見
込
み
を
含
む
。）

に
つ
い
て
は
28
歳
未
満　
　

　

⑷ 

一
般
幹
部
候
補
生
に
お
い

て
、
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

（
短
大
を
除
く
。）
を
卒
業
し

た
者
（
平
成
18
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
。）
又
は
外

国
に
お
け
る
学
校
を
卒
業
し

た
場
合
で
大
学
卒
業
に
相
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

◆
応
募
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
先

〒
８
６
８
‐
０
０
０
８

自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部　

人
吉
募
集
事
務
所　

人
吉
市
中
青
井
町
３
２
０
‐
１
３

☎
０
９
６
６
‐
２
２
‐
４
７
０
４

　熊本県では、窓口にいかなければできない申請や届出など、自宅や職場のパソコンからインター
ネットを利用して行うことができる電子申請受付システム“よろず屋申請本舗”の運用が３月か
ら始まりました。
　このシステムは、県と県内の市町村が共同で開発・運用し、県や市町村の手続き（パスポートの
取得申請や住民票の写し、戸籍の付票などの取得申請）合わせて 30 種類の申請や届出などがイン
ターネットを利用して、自宅や職場から行えるようになりました。
　なお、今後も順次利用可能な申請や届出などを増やしていく予定です。
電子申請受付システム“よろず屋本舗”は、インターネットに接続されているパソコンがあれば
利用可能です。しかし、他人が本人になりすまして申請をしたり、内容を書き換えたりするなどの
不正行為を防止するため、パスポートの取得申請など、一部の申請や届出などには、インターネッ
ト上で本人かどうかを確認するために、公的個人認証サービス（電子実印）の利用が必要となります。
“熊本県電子申請届出窓口「よろず屋本舗」”
　http://www.shinseihonpo.kumamoto-idc.pref.kumamoto.jp
“公的個人認証サービス”http://www.pref.kumamoto.jp/existence/jpki/
お問い合せ先　あさぎり町　企画財政課　情報管理係　☎４５－７２１１
　　　　　　　　　　　　　総務課　　　文書管理係　☎４５－１１１１

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
自
衛
官
の
募
集
が
あ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

電子申請受付システム

“よろず屋本舗”がオープンしました
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●
発
行
責
任
者
／
あ
さ
ぎ
り
町
長
　
犬
童
　
卓
一
郎

●
発
行
部
局
／
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
　
企
画
財
政
課
　
広
報
広
聴
係

　
〒
868-0408 熊

本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
東
1199番

地
　
TEL（

0966）45-1111㈹
　
45-7211()直　

FA
X45-3667　

●
印
刷
／
㈲
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

古紙配合率　100%

②皆越鬼子母神
　（効能：子宝、病気・怪我の治癒）
　明治 30年頃、皆越家に安置され
た鬼子母神像。身の丈 143cm で玉
眼と頭髪の凄さは、球磨地域では他
に類例を見ない傑作です。県内外よ
り子宝祈願や病気・怪我の治癒祈願
などで多くの信者が訪れています。

編集後記

あさぎり町の人口
（３月 1日現在）

総　数： 18,184 人
世帯数：5,738 世帯
　　男：8,614 人
　　女：9,570 人

行政区紹介㉑『皆
み な ご え

越』

①皆越分校は、明治 17年に上村脇小学校の分校として開設され、昭
和 22 年に上村立皆越小学校として昭和 57 年３月まで続きました。
その後同年４月に上村小学校皆越分校として、現在に至っています。
　分校にはウサギ、ニワトリ、鯉を飼っており、子供たちが自分たち
で世話を一生懸命にしています。目の前には白髪岳が広がり夏は緑が
濃く、冬には真っ白な雪を積もらせています。

　４月は気分的にも「春」を実感できますから好きな月のひと
つです。町内では、真新しいランドセルや制服・セーラー服を
着て元気に通学する新１年生が初々しく思え、年度の初めの月
を実感する時節でもあります。
　あさぎり町も発足から３年目のスタートという節目を迎えま
したが、読者の皆様により楽しく読んでいただくために頑張っ
ていきたいと係職員一同気持ちを新たにしているところです。
町のホームページにつきましても機会がありましたら是非ご覧
いただきお気軽にご意見等をお寄せいただきますようお願い申
し上げます。（哲）

　沈丁花の花薫る季節がやってきました。この花が咲く頃は、
出会いと別れの季節です。旧上村時代に広報担当をしていまし
たが、毎年中学校の卒業式へ取材へ行き、もらい泣きをしてき
ました。慣れ親しんだ故郷を離れる方も多いのではないでしょ
うか。旅立つ方もそうでない方も新しい環境で戸惑うこともあ
るかと思いますが、希望を胸に心機一転頑張りましょう。（千）

①皆越分校

②皆越鬼子母神

　皆越地区は、人口94人、世帯数33世帯（H.17. ３. １現在）
の行政区です。皆越分校（①）皆越鬼子母神（②）などがあります。

至　錦

至　岡原

免田川
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めんだ

上村小

狩所

皆越地区皆越地区 皆越分校皆越分校

白髪神社白髪神社

48

260

皆越鬼子母神皆越鬼子母神

清願寺ダム清願寺ダム

　インド出身の鬼子母神は、他人の子供を奪って食べてしまう鬼神で
したが、お釈迦さまが彼女が一番可愛がっている末子を隠して、子を
失う母の悲しみを諭しました。これより、鬼子母神（訶梨帝母：ハー
リティ）は仏教に帰依して、子供の守り神となったといわれています。

町のホームページに最新の話題
をお届けしています。
ぜひご覧下さい。
ホームページアドレス
http://www.asagiri-town.net/


